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51 【街の散策からの気づき発見】 

  備後須賀稲荷神社 初午大祭 

                                                          会員 K.T. 

 ３月１日（日）、備後須賀稲荷神社の初午大祭に出かけた。 

午後３時過ぎに着いた。神社の入り口付近には露店が並び、 

なにやら懐かしい田舎のお祭りの様子だった。 初午大祭は 

京都の伏見稲荷大社が有名だ。毎年２月の最初の午（うま）の 

日（旧暦十二支の「午」に当たり、１２日に１度巡ってくる。）に、 

稲荷神社で五穀豊穣・商売繫盛の祈願が行われる伝統行事 

だが、この地区は３月、午前から夕方まで、終日行われる。 

 過日、武里地区を散策した折り、「初午大祭」を知り、この地 

区の伝統行事に好奇心をそそられて来た次第である。 

「初午祭」の由来をネットで調べると、 

「和銅４年(711)２月の午の日、伏見稲荷大社の稲荷大神が稲 

荷山に稲荷大神が降り立ったことに由来する。」、という。 

さて、備後須賀稲荷神社であるが、春日部市教育委員会編 

集の『春日部市文化財マップ』によると、この神社は建暦元年 

(1211)に春日部氏が創建したと伝えられている。８００年を超え 

る歴史をもっている神社だ。本殿に正一位の額が掲げられて 

いる。正一位とは神階の最上位である。もっとも古い神社は進 

階を重ね、概ね「正一位」になっているようで、正一位以外は 

めずらしいらしい。隣は武里小学校、校庭に置かれたトラックが 

舞台でビンゴゲームが行われていた。子供達が多いのはなる 

ほど、と思う。鳥居の傍では神楽が奉納されていた。不動院野 

神楽保存会の幟がみえる。『あれ、不動院野の神楽が、なぜ 

備後須賀稲荷神社で奉納されるのだろう？』と思った。世話役らしい年配の氏子の人に聞くと、「昔からだよ。

俺の爺さんの頃も奉納していたよ。昔は神楽殿を造ったもんだが、皆、年取って、もうできねえよ。」、という。

境内の入り口でスティール製の格納庫のような神楽殿なので、不思議に思っていたが、時代の変遷なのだ。  

初午大祭のクライマックスは、１６時からの「本神輿の渡御（分娩館より出発）」だという。神楽をみて、境内

に入る。一番奥に本殿がある。本殿の前にはお使いのキツネ像が両脇にならんでいる。熊野神社の八咫烏、

八幡神社のハト、氏神様の狛犬、三峰神社の狼など、と同じく、神使（かみのつかい）・眷族（けんぞく）などと

呼ばれるものだ。稲荷神社でキツネがお使いに選ばれたのは、稲荷神社が農業神であることと結びついて

いることによるらしい。古代、日本には神道の原形として、山の神、田の神の信仰があった。春になると山の

神が里に降りて稲の育成を守護し、収穫が終えた秋に山に帰っていく。キツネも農事が始まる初午の頃から

収穫が終わる秋まで人里に姿を見せ、秋には山へ戻っていく行動からキツネが神使とされるようになったよ

うだ。環境変化により、日本の狼は絶滅、キツネは日本全体では絶滅種にはなっていないが、都市化が進

んでいる都府県では絶滅種にあげられている。さて、神輿渡御の時間になった。白装束に小烏帽子（こえぼ

し）、白足袋を着用した氏子達が集まってきた。平安時代以降の神事の正装で神輿を担ぐのは珍しい、と思

った。先達の二人に、かわいい稚児２人が続き、天狗の猿田彦役、キツネ役、神主、氏子役員、太鼓打ち役、

その後に神輿、白装束の担ぎ手が担ぎ、太鼓の音に合わせて、静かに進む。平安絵巻のような神輿渡御一

行は神社の前の一区画を廻る。車が通る道路では、氏子が車を止めて、一行の進路を確保している。神輿

渡御とは、神様を神輿に乗せ、氏子地域を担ぎ歩いて、氏子の無病息災・五穀豊穣・地域の安寧と繁栄を

祈願するものだ。お祭りの日は、この一画を通行止めにすればいいのに、と思うが、諸事情があるのだろう。

地域の人々が集うお祭りという文化は、長い歴史を重ね、地域コミニティの絆を育む役割を担っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本 殿 

不動院野の神楽 

ビンゴゲームイベント 

神輿渡御準備 

神輿渡御一同 

神輿渡御 


